




　体力は、人間のあらゆる活動の源であり、物事に取り組む意欲や気力といった精神面の充実
にも深く関わり、健全な発達・成長を支え、健康で充実した生活を送る上で極めて重要です。
　東京都教育委員会は、長期的に低下傾向にあった児童・生徒の体力を向上させるため、平成
22 年度から「総合的な子供の基礎体力向上方策」を展開し、様々な取組を推進してきました。
その結果、各学校の取組が功を奏し、全体的に児童・生徒の体力は向上傾向を示すようになり
ました。平成 28 年度からは、東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会の開催都市
にふさわしい、運動・スポーツに親しむ元気な児童・生徒を育成することをねらいとして、総
合的な子供の基礎体力向上方策の第３次推進計画である「アクティブプラン to 2020」を策定
し、取り組んでいるところです。
　取組の一例として、令和元年度からは、ラグビーワールドカップや東京 2020 オリンピック・
パラリンピック競技大会等の国際的なスポーツ大会を契機とし、スポーツへの興味・関心を高め、
より運動に親しむことで、「運動が苦手」「運動が嫌い」な児童・生徒をなくし、体力の向上を
図ることを目的とした「国際的なスポーツ大会を契機とした体力向上事業」を 10 地区で展開
しています。
　また、令和２年度には、都立高等学校及び都立中等教育学校（後期課程）を対象として、専
門的な知見を有する外部機関と連携し、生徒の多様なニーズに応える運動機会を設定するとと
もに、健康的な生活習慣の実践を通して、豊かなスポーツライフに向けた都立高校生の資質・
能力を高めることを目的とした「エンジョイスポーツプロジェクト」モデル事業を実施してい
ます。
　令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、年度当初から臨時休業を
余儀なくされ、東京都教育委員会は、「新型コロナウイルス感染症対策と学校運営に関するガイ
ドライン【都立学校】」を策定し、各学校における感染症対策と児童・生徒等の健やかな学びの
保障との両立を推進してきました。
　本事例集では、令和元年度の子供の体力向上推進優秀校や、「国際的なスポーツ大会を契機と
した体力向上事業」、「エンジョイスポーツプロジェクト」モデル事業、コオーディネーション
トレーニング地域拠点校などの特色ある優れた実践を展開している学校の事例を紹介していま
す。各学校における体力向上の取組を更に推進していくため、本事例集を積極的に活用してい
ただきたいと思います。
　結びに、本事例集の作成に御協力いただいた区市町村教育委員会、事例を提供してくださっ
た学校の皆様に深く感謝申し上げます。

令和３年２月
東京都教育委員会
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【取組の内容】

【取組の⽬的】 

 

【今後の取組】 【取組の成果】

〇授業（体育科）以外での取組 
・児童主体の体育学習発表会の実施

新宿区⽴落合第三⼩学校 
【校⻑】   【児童数】  【学級数】 

清⽔ 仁   354 名    12 学級 

【学校の特⾊】 
・住宅街に位置し、落ち着いた環境の中、昨年度開校

90 周年を終え、地域協働学校運営協議会を中⼼に地
域に根差した教育を推し進めている。

・⽂部科学省国⽴教育政策研究所実践研究協⼒校
（特別活動）４年次 

〇授業（体育科）での取組 
・学び合いを取り⼊れた体育学習の実施

【取組の内容】
 

 

 ⼦供の体⼒向上推進優秀校（令和元年度） １ 

３密を避けながら主体的、協働的に運動に取り
組むことができる体育学習について、臨時休業期
間に実技研修会を⾏った。学校再開後に、授業で
実践し、児童に体を動かす楽しさを味わわせるこ
とができた。

⾒通しをもつこと、学びを振り返ることができ
る体育学習カードを作成し、全校で取り組んだ。

表現運動は、フラフープやフラッグを使⽤し、 
３密を避ける⼯夫を⾏った。児童が共に考え、⼯
夫した動きを取り⼊れることにより、主体的、協
働的な学びが⽣まれた。そして、このことが児童
の達成感につながった。 

フラフープを使⽤した学年では、⾃発的に休み
時間に練習する姿や、友達に教えてもらってでき
たと喜ぶ姿が⾒られた。 

密集を避け、休み時間にできるだけ体を動かす
遊びができるように、遊び場のローテーションを
作成した。 

学校⽣活の時程を⾒直し、通常の休み時間を５分
間延⻑し、運動時間を確保した。 

〇現 状 
・体育科や休み時間の遊び等の中で、児童の

フェアプレイやチームワークへの意識を
更に⾼める必要がある。

・コロナ禍の感染症対策を踏まえた運動の
⼯夫が必要である。

〇⽬ 的 
① 主体的、協働的に運動に取り組む態度

の育成
② 協働して運動することの楽しさの実感
③ 感染症予防対策を考慮した運動の⼯夫

○授業（体育科）での取組
・学び合いを取り⼊れた体育学習の実施
・感染症対策を取り⼊れた体育授業実施の

ための実技研修会の開催

○授業（体育科）以外での取組
・児童主体の体育学習発表会の実施
・たて割り班遊びの実施
・感染症予防対策を講じた休み時間の⼯夫

→３密を避け、活動時間と場所を分けた
休み時間の設定

  

・感染症予防対策を講じた休み時間の⼯夫

体育学習カード（ハードル⾛）の児童の感想 
「リズミカルに跳べて楽しかった。もっとよい記録

が出るように、⾃分に合った間隔を⾒付けるよう
にしたい。」 

保護者の感想 
「感染症対策をしながらの開催でした。⼦供たちが

その中で⼀⽣懸命運動している姿を⾒ることがで
きて感動しました。」 

「落三ギネス（各種運動種目へのチャレン
ジ）」、地域協働学校運営協議会主催の朝
遊びを今後の状況に応じて実施していく。

・児童の主体性、協働的な体育学習に向か
 う態度を育むために、コオーディネーシ
ョントレーニングを取り入れた体育指導
 を推進していくとともに、コオーディネ
ーショントレーニング地域拠点校に申し
込む。

・今年度は、新型コロナウイルス感染症拡
大防止のために十分実施できなかった

① すすんで運動に取り組んでいると回答
した児童は 80%、保護者は 95%（アンケ
ート調査）であった。 コロナ禍で制約の
ある中においても、体育科や休み時間の遊
びで運動を楽しんでいる姿が見られた。

② 低・中・高学年で分散しての体育学習発
表会であったが、全ての児童が仲間と協働
して成し遂げた喜びや満足感を振り返り
の際に表していた。

③ 休み時間に密集を避ける遊びを児童が
考え、行う姿が見られた。また、安全かつ
安心して運動ができる場の重要性につい
て教師が再認識することができた。

【取組の内容】

【取組の⽬的】 
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その中で⼀⽣懸命運動している姿を⾒ることがで
きて感動しました。」 

「落三ギネス（各種運動種目へのチャレン
ジ）」、地域協働学校運営協議会主催の朝
遊びを今後の状況に応じて実施していく。

・児童の主体性、協働的な体育学習に向か
 う態度を育むために、コオーディネーシ
ョントレーニングを取り入れた体育指導
 を推進していくとともに、コオーディネ
ーショントレーニング地域拠点校に申し
込む。

・今年度は、新型コロナウイルス感染症拡
大防止のために十分実施できなかった

① すすんで運動に取り組んでいると回答
した児童は 80%、保護者は 95%（アンケ
ート調査）であった。 コロナ禍で制約の
ある中においても、体育科や休み時間の遊
びで運動を楽しんでいる姿が見られた。

② 低・中・高学年で分散しての体育学習発
表会であったが、全ての児童が仲間と協働
して成し遂げた喜びや満足感を振り返り
の際に表していた。

③ 休み時間に密集を避ける遊びを児童が
考え、行う姿が見られた。また、安全かつ
安心して運動ができる場の重要性につい
て教師が再認識することができた。


